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ごみ処理広域化に係る経過及び今後の予定等について

１．令和 4 年度実施委託業務

◎新ごみ処理施設整備事業に係る施設整備基本設計策定及び環境影響評価等業務

・契 約 業 者：株式会社建設技術研究所大阪事務所

・契 約 期 間：令和３年７月５日～令和７年３月２８日（４年間契約の２年目）

・契 約 金 額：３０２，６６５千円（税込）

・令和４年度分

支払予定額：１４９，３５８千円（税込）

◎令和４年度委託業務における業務別進捗状況

○環境影響評価手続業務の進捗状況について

環境影響評価（環境アセスメント）の方法書については、大阪府環境影響評価審

査会（以後「府審査会」という）を経て８月１日付け「泉佐野市田尻町清掃施設組

合新ごみ処理施設整備事業に係る環境影響評価方法書に対する環境の保全の見地か

らの意見（申述）」により概ね妥当との評価を得た。また、令和３年度から継続して

実施している現場での調査は１月末で完了し、大阪府へ提出する環境影響評価準備

書をまとめているところである。

○施設整備基本設計の進捗状況について

令和２年度において、施設規模、建設予定地、施設の整備基本方針などをまとめ

た基本計画をより具体的かつ詳細に検討を進め、複数のプラントメーカーからイニ

シャルコスト等に関するアンケート調査を行い、現時点の概算建設費用などをまと

めているところである。

○ＰＦＩ導入可能性調査業務の進捗状況について

地方自治体の財政がひっ迫する中、民間の資金、経営技術能力を活用した公共施

設等の建設、維持管理、運営を行っていくＰＦＩの検討が求められており、国の循

環型社会形成推進交付金の交付要件にもなっている。本業務では、新ごみ処理施設

の建設、運営に係る費用を民営と公営で比較し、その効果や事業手法の検討内容を

まとめているところである。

２．令和４年度本町負担金について

◎令和４年度負担金： ２７，０８０千円（税込）【予定額】・・・①＋②

①委 託 費： ２６，５８０千円（税込）【予定額】・・・ａ×ｂ

（内訳）

ａ：業務委託支払額から交付金を差し引いた額１２１，０３５千円（税込）

（令和４年度支払予定額 149,358 千円－令和４年度交付金 28,323 千円=121,035 千円）

ｂ：熊取町負担率：２１．９６％

（均等割分（0.15／3）＋本町計画搬入量割分（0.85×0.1995）=21.96％）

※均等割１５％の残りを計画搬入量割で合意済み

②補 助 金 等：５００千円（税込）【予定】

（内容）

・地域共存推進補助金：環境と共生する街 上之郷づくり委員会運営補助

・使用料及び賃借料：地元説明会の資料作成費、会場使用料等

※均等割で合意済み

令 和 ５ 年 ３ 月 １ ５ 日
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３．新ごみ処理施設整備運営事業者選定委員会の設置について

本委員会は、基本計画や基本設計でまとめた新ごみ処理施設の規模、立地、設備機

器などを検証し、建設及び運営事業者の選定について調査審議することを目的として

泉佐野市田尻町清掃施設組合付属機関条例に基づき１１月１日に設置された。委員定

数は４名で第１回目の委員会は１２月２２日に開催され施設整備基本計画変更書に基

づく施設規模などの検討を行った。

４．ごみ処理広域連携検討会について

第２８回 環境影響評価業務進捗状況報告、ＰＦＩ等導入可能性調査説明(R4.4）

第２９回 新ごみ処理施設整備事業スケジュール確認、業者選定委員会規則の協議

区画整理事業進捗状況報告(R4.7)

第３０回 区画整理事業進捗状況報告、環境影響評価業務における府審査会報告

建設業者アンケート結果報告(R4.8)

第３１回 建設業者アンケート追加報告、施設規模協議

環境影響評価調査結果概要報告（R4.11)

第３２回 第 1 回業者選定委員会の協議内容報告（R5.1)

第３３回 区画整理事業進捗状況報告(R5.2)

５．ごみ処理広域連携検討会担当者会議について

第８～１０回 搬入基準統一についての協議(R4.4～6）

第１１回 区画整理事業進捗状況報告、環境影響評価業務における府審査会報告

建設業者アンケート結果報告(R4.8)

第１２回 泉南清掃事務組合への見学（R4.10)

第１３回 泉佐野市田尻町清掃施設組合粗大施設停止の説明(R4.12）

第１４回 第 1 回業者選定委員会の協議内容報告(R5.1)

第１５回 直接搬入に係る申込方法の検討(R5.3）

６．地元説明会について

地元説明会開催回数 ９回

説明会内容 環境影響評価の中間報告、区画整理事業の報告など

７．今後の予定

①令和５年度環境影響評価業務等（４年間契約の３年目）

②次年度以降造成、インフラ整備、地元対策等の経費に関する負担割合の検討

③施設整備スケジュール

R05～R07 造成工事

（旧泉佐野市コスモポリス用地東地区土地区画整理事業にて）

R07 事業者公募～決定

R08 新施設工事（4 カ年）

R12 新施設稼働開始


